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          第５回美方町・村岡町・香住町合併協議会 

                       と き：平成１６年２月２４日（火） 

                       ところ：村岡町老人福祉センター 

 

１ 開  会   

２ 会長挨拶 

３ 会議の成立 

４ 会議録署名委員の指名 

５ 議  題 

（１）報告事項 

   報告第１６号 第４回新町の事務所の位置等検討小委員会について 

報告第１７号 第２回及び第３回議会の議員及び農業委員会の任期等検討小委員会

について 

   報告第１８号 第２回及び第３回新町まちづくり計画検討小委員会について 

（２）協議事項 

   協議第２２号 一部事務組合等の取扱い（その１）について 

   協議第２３号 公共的団体等の取扱いについて 

   協議第２４号 消防団の取扱いについて 

６ その他 

   第６回協議会の開催について 

    （１）日  時 平成１６年３月１０日（水）１３：３０～ 

    （２）場  所 香住町文化会館 

    （３）協議事項（予定） 

    協議第２５号 一般職の職員の身分の取扱いについて 

    協議第２６号 特別職の身分の取扱いについて 

    協議第２７号 地方税の取扱いについて 

    協議第２８号 使用料、手数料等の取扱いについて 

    協議第２９号 補助金、交付金等の取扱いについて 

協議第３０号 平成１５年度美方町・村岡町・香住町合併協議会補正予算（第１

号）について 

    協議第３１号 平成１６年度美方町・村岡町・香住町合併協議会予算について 

    協議第１１号（継続）新町の名称について 

   第７回協議会の開催について 

    （１）日  時 平成１６年４月１４日（水）１３：３０～ 

    （２）場  所 美方町総合センター 

７ 閉  会 
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○藤原事務局長 改めまして、皆さん、こんにちは。大変長らくお待たせいたしました。 

 それでは定刻になりましたので、開会に当たり、議長から開会宣言と御挨拶をいただき

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○吉田議長 それでは、ただいまより３町合併協議会会議運営規程第４条第１項の規定に

基づきまして、第５回３町合併協議会の開会を宣言いたします。 

 改めまして、皆さん、こんにちは。きょうも春のような天気でございます。しかし、２、

３日前の日曜日に見られますように、集中豪雨的な本当に今年の冬は異常のような気がし

ます。若干、手前みその話ではございますけれど、わが美方町におきましてスキー場の方

から、ちょっと土砂崩れという災害が起きまして、きょう上田助役はその対応に追われて

おりまして、そのような状況が出ております。そういういろいろな異常気象というふうな

言葉が正しいというふうには思いますが、そういう中にかかわりませず、全員の方とは言

いませんが、多くの委員さんが出席していただきまして誠にありがとうございます。 

 本日も重要な案件でございますので、慎重審議、十分なる意見を交換していただきまし

て、適切妥当な結論を導いていただければ、議長としてこの上なくありがたいと、このよ

うに思いますので、どうぞきょう１日よろしくお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますけれど、開会に当たりまして議長の挨拶にかえさせていただ

きます。 

 それでは次に、会長の岩槻村岡町長が御挨拶を申し上げます。 

 

○岩槻会長 皆さん、こんにちは。それでは開会に当たりまして、一言御挨拶申し上げた

いと思います。 

 もう春の気配も色濃くなってまいりまして、随分とほのぼのとした気持ちになるわけで

ございますが、きょうは第５回の合併協議会、御案内申し上げたところでございます。顧

問の先生方はじめ、議員の皆様方、そして傍聴のお方も多くお運びいただいておるわけで

ございますが、こういった中で協議会が開かれますことに心から感謝とお礼を申し上げた

いと思います。 

 ちょうどきょうは県民局長さんお出ででございまして、そういう中で、実は各町とも予

算編成が終わって、３月議会に備えておるというふうに思うものですから、ちょっと付言

するわけでございますけども、実は小泉内閣が進める三位一体の改革の初年度でございま

す。としながら、新聞、あるいは報道を見ておりますと、全国自治体から苦しいとか、足

りないとか、何とかやりくりしたけれども次の年はどうなるか、こんな悲鳴が実は上がっ

ておるところでございます。 

 私どもの自治体、市や町の予算、歳入というものは、主に地方税でございますとか、国

からの補助金でございますとか、特に交付税、そして借金に当たる地方債から成り立って

おるわけでございますが、この中で地方交付税が約１兆２，０００億円、それから不足分
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を国が賄う赤字地方債というものがございますが、これを加えますと２兆８，６００億円

が削減、実はされておりまして、私どもはやや経営が苦しいというのは企業かと、こう思

ってまいりましたけれども、今ではもう地方自治体も同じようになったではないかなとい

うふうに、私の町をとってみますとそういうように思うわけでございます。 

 御案内のとおり、今、全国的に合併がかなり進んでおるわけでございますけれども、住

民に身近な自治体に権限と財源が移らなければ地方分権はなかなか苦しいなと、難しいで

はないかというようなことを、私自身、実は予算編成をやってみまして、つくづく感ずる

ところでございます。その意味からいっても、この合併、計画どおり、予定どおり、各委

員さんの御支援をいただき、そして、それぞれ３町の町民の深い御理解をいただいて予定

どおり進めていかなくてはならないというふうに、特に感じたところでございます。 

 本日は、報告案件３件、それから協議案件３件でございます。計６件を御審議いただく

ようにしております。是非ひとつ、大所高所から慎重御審議をいただきまして、適切なる

御決定をいただきますように、心からお願い申し上げまして、最初の御挨拶といたします。

きょうは誠にありがとうございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

○吉田議長 先程会長の挨拶にもありましたように、本日は顧問をお願いしております東

田但馬県民局長に公務御多忙の中、出席していただいておりますので、御挨拶を頂戴いた

したいと、このように思います。よろしくお願いします。 

 

○東田顧問 こんにちは。当合併協議会の顧問を仰せつかっております但馬県民局長の東

田でございます。 

 美方町、村岡町、香住町の皆様方におかれましては、昨年の１２月に合併協議会を設置

をされまして、新しいまちづくりに向けて真摯な議論を重ねておられますことに、心から

敬意を表したいと思います。 

 先程来お話がございますように、地方財政を取り巻く状況、まことに厳しいものがござ

いますけれども、どうか小異を捨てて大同について合併を成就していただいて、この難局

に立ち向かっていただきたい。そしてまた、３町が一緒になることによって大きな可能性

も開かれるものと心から確信をいたしておりますので、これから皆様方の合併協議の御議

論に心から御期待を申し上げまして、一言挨拶とさせていただきます。 

 

○吉田議長 ありがとうございました。 

 それでは次に、会議の成立につきまして事務局長から報告させます。 

 

○藤原事務局長 それでは、本日は委員総数２４名のうち２０名の出席をいただいており

ますので、会議は成立しておりますことを御報告申し上げます。 

 なお、今の時点で御欠席の中で、美方町の上田助役、町長の職務代理の委員さんにおか
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れましては、先程議長からの御報告にもありましたように、美方町でスキー場での崩土の

災害が発生したということで、急遽、御欠席の通知をいただいております。なお、美方町

の朝倉委員さんにおかれましては、所用のため御欠席でございます。それから香住町の上

田委員におかれましては、葬儀に参列されておりまして、終了次第駆けつけていただける

ということで御連絡をいただいております。なお、香住町の村瀬委員におかれましても、

午前中の会議が長引いたということで、それも会議終了次第御出席いただけるということ

で通知をいただいております。なお、顧問の丸上顧問につきましては、きょうは御欠席と

いうことで御連絡をいただいております。以上でございます。 

 

○吉田議長 欠席等につきましては、今の事務局長のとおり御了承をお願いいたします。 

 次に、３町合併協議会会議運営規程第４条第２項の規定に基づきまして、会議録署名委

員を指名いたします。 

 美方町、毛戸公彦委員、村岡町、西尾高雄委員を指名いたしますので、よろしくお願い

いたします。 

 早速、議題に入りたいと思います。 

 報告１６号、第４回新町の事務所の位置等検討小委員会についてを議題とし、事務局に

議案の朗読をさせます。 

 事務局長。 

 

○藤原事務局長 それでは、会議資料の１ページをお開きいただきたいと思います。報告

第１６号、第４回新町の事務所の位置等検討小委員会について。第４回新町の事務所の位

置等検討小委員会について報告する。平成１６年２月２４日報告。３町合併協議会会長、

岩槻健。 

 第４回新町の事務所の位置等検討小委員会について。第４回新町の事務所の位置等検討

小委員会について、同小委員会委員長から別紙のとおり報告があったので報告する。以上

でございます。 

 

○吉田議長 続きまして、報告第１６号について藤原委員長から報告を求めたいと思いま

す。 

 藤原委員長。 

 

○藤原新町の事務所の位置等検討小委員会委員長 小委員長の藤原です。 

 それでは２ページ、３ページをご覧いただきまして、２月１６日に開催をしました第４

回小委員会の状況について御報告を申し上げます。 

 ２月９日の第４回の合併協議会の際に、それまで３回開催をしました小委員会の状況に

ついて御報告を申し上げ、小委員会の委員以外の委員の皆さんからも御意見をいただきま
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した。それらを基に、２月１６日はまとめの会議ということで、今までの意見も含めて協

議を行いました。その結果、次のような意見でまとめましたので御報告をいたします。 

 ２ページの３番の協議経過からでございますが、①の支所機能について。いわゆる本庁

と支所という中における支所のあり方につきましては、２月９日の合併協議会の際にも小

委員会における意見はおおよそ大きな支所といいますか、現地解決型の支所というふうな

形でいかがだろうかというふうな御報告をいたしましたが、最終的にも、この３町、まず

住民サービスの維持を図っていくこと。それから地域それぞれに特色のある発展をしてき

ておりますので、これをさらに高めていくという観点から、できるだけ住民と関係の深い

行政については支所で対応するという形をとる、いわゆる大きな支所方式をとることが必

要だというふうな意見で合意を見ました。 

 具体的にはどういう業務を支所に置くか、それに必要な人員をどう配置するか、支所長

の権限をどうするか。これらについてはまだこれから詰めていく問題がありますけれども、

基本的には前回、前々回会議の中で事務局から提示をしておりますものを基本にしながら、

これらを基に検討していくというふうにしたいというふうに考えております。職員の数に

つきましては、数字につきまして、もっともっと絞る必要のある部分もあるんではないか。

従って、効率的な配置という観点から見直しをする必要があるというふうな意見もありま

して、そういう方向でまとめております。 

 それから、いわゆる支所の呼称につきましては、単に支所と言うか、他の名前を言うか、

先進地の事例でも養父市においては地域局というふうに呼称しておりますし、京丹後市で

は、市ですから市民局というふうな名前になっておりますので、これらを参考にしながら

ふさわしい名称を決めていくことが必要だというふうなまとめをいたしました。 

 次の３ページにつきましては、本庁機能の中に、いわゆる分庁的な要素をどう組み込ま

せていくかという観点からの協議です。１本庁２支所方式という原則でいきますけれども、

本庁機能のうちで、特に地域性の強い業務については、本庁以外の庁舎にも本庁機能の一

部を分散配置するというふうな考え方で進めるべきではないか。この場合、他の先進事例

では、例えば部制を敷いておる場合には何々部というふうな部を丸ごと本庁、ある特定の

部を本庁以外の庁舎へ持っていくというような方法をとられておりますけれども、この３

町の場合には必ずしもそれに限定せずに、いわゆる業務の中で特異なといいますか、地域

的に特色のある部分については、その業務に対応するものだけ本庁以外の庁舎に持ってい

くというふうなことも考えていく必要があるんではないか。具体的な議論としては産業分

野において村岡、美方地域における農業、畜産業、それから香住地域における水産業とい

うふうな、地域に非常に限定をした特色ある産業が発展しているという中において、これ

らに対応する業務について本庁、それからいわゆる本庁以外の庁舎という形で、支所機能

とは別に本庁機能も分散をする、そういうことの検討をする必要があるいうふうなことで

ございます。内容につきましては、産業分野が代表的な事例ですけれども、それ以外の内

容についても、そういう分散配置をすることが必要なものについては、よく検討をしてい
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こうというふうな結論にいたりました。 

 こういうやり方をずうっととっていくのか、いや、合併後一時的な問題かどうかという

ふうなことについては、これは合併後、その時における首長なり住民なり議会なりが判断

されることなので、今我々がここでどっちをとるかというふうなことは決める必要はない

んであって、要は合併と同時にそういうことが今必要である。合併と同時にそういう方法

をとる。その先どこまで続けるかは、その時点における当事者が判断をするということに

委ねることが必要ではないか。こんな考え方で小委員会においてはまとまりました。 

 従いまして、きょうここに全体会、第５回の合併協議会に御報告をし、確認をいただき

ましたなら、小委員会としては当初から予定をしとります第１に庁舎の機能について検討

し、それについておおよその方向を定めた後、２番目に庁舎の位置について検討するとい

うことを決めておりますので、次の段階、いわゆる庁舎の位置の検討に入りたいというふ

うに考えております。どうかよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○吉田議長 御苦労さまでした。 

 以上で委員長からの報告は終わります。 

 ここで報告に対して質疑や、今後の小委員会での協議に対して意見などのある方は挙手

をお願いしたいと思います。なお、発言の際には町名、氏名を述べて行ってください。 

 質疑、意見をお受けいたします。 

 石垣委員。 

 

○石垣委員 村岡の石垣です。 

 今、委員長の方から説明がありまして、大体、粗筋は承知させていただきましたけども、

本庁機能の一部を他の庁舎に配置することにつきまして特に異論はございませんが、この

末尾に、合併のスタート時には必要であるが、これを恒久的なものにするのか、暫定的な

ものにするのかは、合併後の首長、議会、住民の判断に委ねることとすると。これは我々

としては、ここまで謳う必要があるのかなと。それは当然のことですので、今後検討を行

うのところ辺でまとめてもらえたらなというふうな思いをしとります。 

 当然、地域が細長く広大で、それぞれに産業、機能も違いますので、前回の全体会にも

私も分庁といいますか、そういう本庁機能を支所に置くということは必要ということを申

し上げたわけですけども、発足して以後、やっぱし、ある程度軌道に乗るまでは、その機

能を十分発揮できるようなということは当然なことですので、合併後の首長、議会、住民

の判断に委ねるというのは当然な話ですので、ここまで謳う必要はないではないかという

ふうに判断をしております。以上です。 

 

○吉田議長 藤原委員長。 
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○藤原新町の事務所の位置等検討小委員会委員長 石垣委員の言われる考え方は一緒なん

ですが、４回にわたる小委員会、それから前回の第４回合併協議会で、これについて若干

いろいろな意見が出ましたものですから、表現として確認の意味で暫定的にするんか、恒

久的にするかという、どちらがどうこうというのを今、我々がここで決めるべき性格のも

のではなくって、お話しのようにその段階における皆さん方が判断をされるということは

当然のことですので、少しそれは石垣委員の言われるくどい表現かもわかりませんが、趣

旨は言っとられるとおりですが、はっきりさせるために表現したということでございます。

従いまして、私としてはこれからこの文言をぎりぎりと議論しながら協議を進めていくと

いうふうなことは考えておりません。こういう趣旨だということだけ御理解いただきたい

と思います。 

 

○吉田議長 他ございますでしょうか。ありませんか。 

                  

〔質疑なし〕 

 

○吉田議長 ないようでございますので、質疑、意見を打ち切りにしたいと、このように

思います。委員長様、御苦労さまでした。 

 それでは、報告第１６号は、委員長報告のとおり承認することに御異議ございませんか。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございましたので、報告第１６号、第４回新町の事務所の位

置等検討小委員会については、承認することに決定いたしました。 

 続きまして、報告第１７号、第２回及び第３回議会の議員及び農業委員会の委員の任期

等検討小委員会についてを議題としまして、事務局長に議案の朗読をさせます。 

 事務局長。 

 

○藤原事務局長 ４ページをお願いいたします。報告第１７号、第２回及び第３回議会の

議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会について。第２回及び第３回議会の議員

及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会について報告する。平成１６年２月２４日報

告。３町合併協議会会長、岩槻健。 

 第２回及び第３回議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会について。第

２回及び第３回議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会について、同小委

員会委員長から別紙のとおり報告があったので報告する。以上でございます。 

 

○吉田議長 引き続きまして、石垣委員長の方から報告内容を提案お願いいたします。 
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○石垣議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会委員長 委員長の石垣でご

ざいます。 

 それでは、第２回の議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会並びに第３

回の議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会の報告をさせていただきます。 

 第２回は、２月１２日開催いたしまして、まず第１に、議会の議員の任期等の取扱いに

ついてでございますが、事務局から３町の状況と他地域の状況、または関連法律、合併特

例の説明等をいたしまして、質疑、意見交換を行いました。委員の中から、合併効果を十

分に発揮するための観点、また住民の意向を十分に反映するための観点というようなこと

で意見がかなり出されました。その中で、特に合併後の議会のあり方、地域審議会との関

連性というようなことで、地域審議会の関連性が強いので一体的に検討すべきではないか

というような意見も出ましたけども、地域審議会につきましては、我々のこの小委員会で

論議する中身のものではなかろうかというようなこと等も感じておるところでございます

ので、今後、地域審議会等の審議をするのはどこの場でするのかなというようなことをで

きればこの全体会で決めていただくなり、そういう場を持っていただければなというふう

な思いをしとるところでございます。 

 それから、第３回の小委員会に引き続いて第４回を行う場合に、各町の議会議長からの

意向を聞くようにしたいというようなことで、第２回の議会関係の協議は終わっておりま

す。 

 続いて、農業委員会の委員の任期等の取扱いについてですが、事務局から３町の現状と

他地域の状況、関連法律、合併特例の説明等を受けました後、質疑、意見交換を行いまし

た。委員から、選挙区の取扱い、委員報酬等の質疑がありまして、事務局から説明をさせ

ました。 

 次の、第３回の小委員会で、各町の農業委員会の考え方を把握するという意味合いから、

農業委員会長に出席をいただいて意向を聞くこととしました。第２回は以上でございます。 

 続いて、第３回の報告をさせていただきます。２月２０日開催いたしまして、最初に農

業委員会の会長さんの出席を求めておりましたので、順序を農業委員会の方から入らせて

いただきました。 

 

○吉田議長 ちょっと委員長、しばらくちょっとお待ちください。 

 資料１枚物がきょう配られていると、このように思っとりますけれど、皆さん手元にご

ざいますでしょうか。それに基づいて報告していただきますので、無い方があれば暫時休

憩して配らせてもらいますが、ありますか、皆さん。ありますね。じゃ、お願いします。 

 

○石垣議会の議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会委員長 失礼しました。き

ょうお配りした１枚物が第３回になっとります。 

 各町の農業委員会の会長さんにそれぞれの町の実態なり、また考え方等も言っていただ
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きまして、その意向を集約した結果、農業委員会を設置する単位につきましては、新町に

おいて１つの委員会が望ましいと。それから、町域が広く、地域を熟知している委員がで

きる限り均衡に分散している形態をとるということが必要ですので、このため選挙区制の

導入や定数の配置方法、配分方法を検討すべきではなかろうかというような意見が出てお

ります。広範囲で山間部の多い当地域の農地を適正に管理していくには定数の確保が必要

であるんじゃなかろうかなというようなこと。また、農業委員会の考え方を参考にしまし

て、質疑、意見交換を行いました結果、次のような方向性をまとめました。 

 第１点、農業委員会を設置する単位は新町に１つの農業委員会とする。その２、２つ目

は、選挙区制度を導入し、２つ以上の選挙区を設ける。選挙区ごとの定数は、選挙人の数

の他、農地面積、農家数等の要素を考慮して定めるというようなことで、この②につきま

しては、次回に協議するということで、当日は最終的な確認は行っておりません。選挙に

よる委員の定数については上限の２０人とするということです。４の委員の選任方法は原

則どおりとし、合併の日から５０日以内に新たに選挙すると。以上の４点につきまして、

委員さんの全員の合意を得たところでございます。次回の１３日に選挙区の区域割り、選

挙区ごとの定数、それから推薦による委員数について継続協議することとしております。 

 それから、（２）の議会議員の任期等の取扱いにつきましては、事務局から合併特例を適

用した場合の参考資料の説明を受け、引き続き意見交換を行ったところであります。 

 次回、３月１３日でございますが、３町の議会議長から各町議会の考え等を聞いた上で、

それを参考にしながら協議を深めていきたいというようなことで、第３回が終わっており

ます。 

 以上で報告を終わります。 

 

○吉田議長 ありがとうございました。 

 以上で報告は終わりましたが、ここで皆様に質疑や意見をお伺いするわけでございます

が、先程委員長報告の中に、地域審議会をどこで検討するのかというふうな、ある面では

報告ではなく、それがきょうの承認の上での一つの疑問点というふうな思いがありますの

で、それにつきましては、まず会長の方からどのような考えであるかとお聞きした上で、

この報告について皆様の質疑や意見をまずお聞きしたいと、このように思いますので、会

長の方からその辺につきまして、まず。 

 

○岩槻会長 御案内のとおり合併、いろいろなパターンがあるわけでございまして、また

合併する構成町の、何ていいましょうか、数についても全国的にはいろいろな例があるわ

けでございます。そういった中で、合併特例法の中にやっぱり地域性、面積、距離とかい

うようなことを判断して、この地域審議会を設けることができるようになっておるわけで

ございまして、この辺もやはり、今後、大いに論議していくテーマの一つだというふうに

認識を持っておるわけでございます。 
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 そこで、やる場所は、審議する、何ていいましょうか、委員会というか、場所となりま

すと、全体会議だろうというふうに思っております。そこでせっかくの御質問でございま

すから、合併特例法の５条の４ですね、これを事務局の方で朗読説明いたさせますので、

御理解願いたいというふうに思います。 

 

○吉田議長 事務局長。 

 

○藤原事務局長 それでは、合併特例法で地域審議会が第５条の４ということで示されて

おりますが、委員の中には十分御承知だと思いますけれども、どういった内容であるかと

いうことを朗読させていただきますので、御理解をいただきたいと思います。 

 合併関係市町村の協議により、期間を定めて合併市町村に合併関係市町村の区域であっ

た区域ごとに、当該合併市町村が処理する当該区域に係る事務に関し、合併市町村の長の

諮問に応じて審議し、または必要と認める事項につき、合併市町村の長に意見を述べる審

議会を置くことができる。２項としまして、地域審議会を組織する構成員の定数、任期、

任免、その他の地域審議会の組織及び運営に関し必要な事項については、合併関係市町村

の協議により定めるものとする。３項としまして、前２項の協議については、合併関係市

町村の議会の議決を得るものとし、その協議が成立したときは、合併関係市町村は直ちに

その内容を告示しなければならない。４項といたしまして、合併市町村は、第２項の協議

により定められた事項を変更しようとするときは条例でこれを定めなければならない。な

お、この地域審議会は地方自治法の第１３８条の４で謳っております執行機関の附属機関

としての位置づけがございますので、念のために申し添えておきたいと思います。以上で

ございます。 

 

○吉田議長 以上のことを踏まえまして、この委員会報告について意見、質疑を受けたい

と思います。ございませんか。 

 今、会長の方から発言を求められておりますので、ちょっと発言を許可いたします。 

 

○岩槻会長 今後いろいろと御審議願うわけでございますが、この地域審議会、条例を申

し上げましても、御質問をいただくというようなことで、なかなか難しさがあるかと思い

ます。今後進める中で、この審議会の中身、そういうものも、もっと具体的にプリントな

りしてお示しして、そしてまた御関心を持っていただいて、そして審議の過程で御論議い

ただいてはと、こういうように思いますので御理解願いたいというように思います。 

 

○ 吉田議長 御意見ございませんでしょうか。 

 

                 〔質疑なし〕 
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○吉田議長 ないようですので、これで質疑、意見を終わりにしたいと、このように思い

ます。 

 それでは、報告第１７号は、委員長の報告どおり承認しても結構でございますでしょう

か。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございましたので、報告第１７号、第２回及び第３回議会の

議員及び農業委員会の委員の任期等検討小委員会については、委員長報告のとおり承認す

ることに決定いたしました。 

 続きまして、報告第１８号、第２回及び第３回新町まちづくり計画検討小委員会につい

てを議題といたしまして、事務局に議案の朗読をさせます。 

 事務局長。 

 

○藤原事務局長 それでは、７ページをお願いいたします。報告第１８号、第２回及び第

３回新町まちづくり計画検討小委員会について。第２回及び第３回新町まちづくり計画検

討小委員会について報告する。平成１６年２月２４日報告。３町合併協議会会長、岩槻健。 

 第２回及び第３回新町まちづくり計画検討小委員会について。第２回及び第３回新町ま

ちづくり計画検討小委員会について、同小委員会委員長から別紙のとおり報告があったの

で報告する。以上でございます。 

 

○吉田議長 続きまして、報告第１８号につきまして、小委員会の井上委員長から報告を

お願いします。 

 

○井上新町まちづくり計画検討小委員会委員長 新町まちづくり計画検討小委員会の第２

回と第３回の報告をさせていただきます。 

 ８ページに第２回の委員会の経過を載せてあります。第２回目は１月３０日に開催しま

した。協議事項としては、１番目に基本的な条件について、２、地域の現状と課題につい

て、３、新町まちづくりの基本方針について（その１）を協議しました。 

 協議の経過としては、基本的な条件においては合併の必要性と計画の策定方針について、

事務局の検討素案を基に協議し、意見等を踏まえて一部修正、追加を行うこととし、次回

に整理した内容について継続して協議することにしました。 

 ２番目に、地域の現状と課題については、定住人口、産業、生活基盤と都市基盤、自然

環境の保全、地域づくりへの住民の参画・協働、行財政の６つの視点から、現状分析と課

題について事務局の検討素案を基に協議し、意見等を踏まえて、一部修正、追加を行うこ

ととし、次回に整理した内容について継続して協議することとしました。 
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 ９ページ、３番、新町まちづくりの基本方針においては、事務局の検討素案を基にまち

づくりの理念を協議し、意見等を踏まえて、同じく一部修正、追加を行うこととして、次

回に継続協議することにしました。 

 続きまして、第３回の委員会の報告です。資料の１０ページです。２月１８日に開催し

ました。 

 協議事項は、基本的な条件について、地域の現状と課題について、新町まちづくりの基

本方針について（その１）、新町まちづくりの基本方針について（その２）を協議の内容と

しました。 

 経過としては、基本的な条件においては合併の必要性、計画の策定方針について、第２

回の委員会の意見を基に、修正、追加を行って別添のとおりに確認しました。資料として、

新町まちづくり計画、Ⅰ、基本的な条件という、これをお配りしておりますので、そのと

おりです。 

 次に、地域の現状と課題においては、第２回小委員会の意見を基に、修正、追加の内容

を協議し、確認がなされましたが、質問がなされた箇所については一部修正を行うことと

し、次回にこれを整理した内容について報告することにしました。 

 １１ページ、３、新町まちづくりの基本方針（その１）においては、まちづくりの理念

について、第２回小委員会の意見を基に修正、追加を行い、また第２回の委員会で審議未

了となっていました新町の将来像と将来像実現のための基本方針については、協議の結果、

以下のとおりとすることを確認しました。 

 まちづくりの理念。①人と自然を大切にした参画と共生のまちづくり。②安全・安心な

生活環境をはぐくむまちづくり。③地域の豊かな資源を生かし、活力あふれるまちづくり。

④連携・交流を促進し、魅力ある地域社会を創造するまちづくり。 

 将来像につきましては「美しい山、川、海 人が躍動する 交流と共生のまち」。将来像

実現のための基本方針。①自立と参画・協働、連携と交流の推進。②教育・文化の充実・

創造。③保健・医療・福祉の充実・連携。④産業振興と雇用確保。⑤都市基盤の整備・充

実。⑥生活環境の整備・充実。⑦自然環境の保全・活用。⑧行財政基盤の強化。 

 ４、新町まちづくりの基本方針（その２）においては、目標人口の設定、地域振興拠点

機能強化について協議しました。地域振興拠点機能強化については、３町における役割分

担の観点からの考え方を入れることが必要であるなどの意見があり、継続して協議するこ

ととしました。以上です。 

 

○吉田議長 報告は終わりました。 

 次に、委員長報告に対して質疑や意見等をお伺いしたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。なお、発言の際には町名、氏名を述べてから御発言ください。ございませ

んか。 

                  

- 13 - 



 

〔質疑なし〕 

 

○吉田議長 ないようですので、質疑、意見を打ち切りたいと、このように思います。 

 委員長様、御苦労さまでした。 

 続きまして、報告第１８号について、委員長報告のとおり承認してよろしゅうございま

すでしょうか。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございますので、報告１８号については、委員長報告のとお

り承認することに決定いたしました。 

 暫時休憩いたします。ちょっと早いですけど３０分まで休憩したいと、このように思い

ます。 

 

                 〔休  憩〕 

 

○吉田議長 では、休憩を閉じまして会議を再開いたします。 

 なお、香住の村瀬委員、上田委員におかれましては出席しておられますので、よろしく

お願いいたしたいと、このように思います。 

 次に、協議第２２号、一部事務組合等の取扱い（その１）についてを議題といたしまし

て、事務局に朗読と説明をさせます。 

 事務局長。 

 

○藤原事務局長 それでは、１２ページをお願いいたします。協議第２２号、一部事務組

合等の取扱い（その１）について。一部事務組合等の取扱い（その１）について提出する。

平成１６年２月２４日提出。３町合併協議会会長、岩槻健。 

 協定項目２－（６）、一部事務組合等の取扱い。まず最初に、１番目に矢田川流域衛生一

部事務組合の取扱いについては、合併の日の前日をもって解散する。その業務、職員、財

産及び債務については、すべて新町に引き継ぐ。２番目に美方町、村岡町及び香住町は、

合併の日の前日をもって但馬広域行政事務組合、兵庫県町議会議員公務災害補償組合、兵

庫県町土地開発公社及び兵庫県町交通災害共済組合から脱退し、新町において合併の日に

当該組合に加入する。３といたしまして、美方町、村岡町、香住町及び矢田川流域衛生一

部事務組合は、合併の日の前日をもって但馬公平委員会及び兵庫県市町村職員退手組合か

ら脱退し、新町において合併の日に当該組合に加入する。以上でございます。 

 次に、資料を用意いたしておりますので、資料で御説明をさせていただきます。座って

説明をさせていただきたいと思います。 
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 １３ページから資料をつけておりますけれども、まず、１番上の方の矢田川流域衛生一

部事務組合等の各団体それぞれの構成市町や業務内容をそこで謳っております。これら一

部事務組合等ということで、本日は議題を上げさせていただいておりますけれども、主に

地方公共団体等で構成する団体が、その該当する団体ということで御理解をいただければ

というふうに思っております。なお、中ほどに美方広域消防事務組合等、組合の名前を書

いておりますけれども、それらにつきましては、その２で次回以降の協議会で改めて協議

をお願いしたいというふうに思っております。 

 なお、参考法令といたしまして、一部事務組合等の取扱いに関する法令ということで、

まず地方自治法の第２５２条の７、機関等の共同設置を上げさせていただいております。

これは但馬公平言委員会等がその団体になります。それから、１４ページの第２８４条で

は、組合の種類及び設置を言っておりますけれども、ここでは矢田川流域衛生一部事務組

合や但馬広域行政事務組合等を言っております。それから、一番下のところに公有地の拡

大の推進に関する法律をつけておりますけれども、ここの第１０条の末尾で、土地開発公

社を設立することができるということで、兵庫県町土地開発公社、この団体がこの法律に

基づいた団体ということで御理解をいただければというふうに思っております。 

 それから、１５ページでございますけれども、養父市、朝来市、丹波市のそれぞれの先

進例をつけさせていただいておりますけれども、本協議会の調整方針としましては、一番

下の丹波市に類似した形での調整方針として、きょうは御提案をさせていただいておりま

す。以上でございます。 

 

○吉田議長 説明は終わりました。 

 ここで資料等についての質疑に入りたいと思いますので、質疑のある方は挙手をお願い

いたします。質疑はございませんか。 

 

                 〔質疑なし〕 

 

○吉田議長 ないようですので、次に、全体を通しての御意見をお伺いしたいと、このよ

うに思います。意見のある方は挙手をお願いいたします。ありませんでしょうか。 

 ないようですので、協議第２２号は、確認することに御異議ございませんか。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございましたので、協議第２２号、一部事務組合等の取扱い

（その１）については、原案のとおり確認することに決定いたしました。 

 続きまして、協議第２３号、公共的団体等の取扱いについてを議題とし、事務局に朗読

と説明をさせます。 
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 事務局長。 

 

○藤原事務局長 それでは、１６ページをご覧いただきたいと思います。協議第２３号、

公共的団体等の取扱いについて。公共的団体等の取扱いについて提出する。平成１６年２

月２４日提出。３町合併協議会会長、岩槻健。 

 協定項目３－（５）、公共的団体等の取扱い。公共的団体等については、新町の一体性を

確保するため、それぞれの事情を尊重しながら、統合または再編に向けた調整に努める。

１としまして、美方町、村岡町及び香住町に共通する団体または共通の目的を持った団体

については、できる限り合併時に統合できるよう調整に努める。なお、統合に時間を要す

る団体については、将来の統合に向けて検討が進められるよう調整に努める。（２）独自の

目的を持った団体については、原則として現行のとおりとする。以上でございます。 

 次に、１７ページからの資料の説明をさせていただきたいと思います。座らせていただ

きたいと思います。 

 １７ページをご覧いただきたいと思うんですが、公共的団体等とはということで、表の

下ほどに説明をさせていただいております。一応、行政実例でこの公共的団体等が示され

ておりまして、その内容は、農協、漁協、生協、商工会議所等の産業経済団体、老人ホー

ム、育児院、赤十字社等の厚生社会事業団、青年団、婦人会、教育会等の文化事業団体等、

いやしくも公共的な活動を営むものすべてこれに含まれる、法人たると否とは問わないと

いうことで、行政実例で公共的団体等が具体的に示されております。そういった中で、３

町に関係しますものを上の表でそれぞれ総務部門、福祉厚生部門等で具体的な団体の名称

を上げさせていただいております。 

 なお、参考法令の２番目に掲げております地方自治法の第１５７条でございますけれど

も、ここでは地方公共団体の長、要するに３町の町長は公共的団体等の活動の総合調整を

図るため、これを指揮監督することができるということに基づいた調整になっております。

なお、市町村の合併の特例に関する法律、その下でございますけれども、第１６条の８項

で、公共的団体等は、市町村の合併に際しては、合併市町村の一体性の速やかな確立に資

するため、その統合整備を図るよう努めなければならないということで、公共的団体等も

自主的にこの合併に際しては、一体性の速やかな確立に努めなければならないということ

が言われております。 

 なお、１６ページの２番目で（２）で、独自の目的を持った団体等についてはという表

現をさせていただいておりますけれども、例えばこの３町の中で１町だけが、あるいは２

町だけが独自の目的を持った団体ということになるわけでございますけれども、端的な例

といたしましては、３町のうち海があるのは香住町だけということになります。その場合、

水産関係の団体が香住町にはあるわけでございますけれども、そういった独自の目的を持

った団体については、原則として現行のとおりとするということにいたしております。 

 なお、１８ページには、ここでも先進事例といたしまして、養父市、朝来市、丹波市、
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それぞれの調整方針の内容をつけさせていただいておりますので、これらを参考に御協議

いただければというふうに思っております。以上でございます。 

 

○吉田議長 説明は終わりました。 

 次に、資料等についての質疑を受けたいと、このように思います。質疑のある方は挙手

をお願いいたします。質疑はございませんか。 

 

                 〔質疑なし〕 

 

○吉田議長 ないようですので、次に、全体を含めて御意見ありましたら受けたいと思い

ます。御意見のある方、挙手の上、発言をお願いいたします。御意見ございませんか。 

 ないようでございますので、質疑、意見を打ち切りにしまして、協議第２３号について

は、原案のとおり確認することに御異議ございませんか。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございましたので、協議第２３号については、原案のとおり

確認することに決定いたしました。 

 続きまして、協議第２４号、消防団の取扱いについてを議題とし、事務局に朗読と説明

をさせます。 

 事務局長。 

 

○藤原事務局長 １９ページをお願いしたいと思います。協議第２４号、消防団の取扱い

について。消防団の取扱いについて提出する。平成１６年２月２４日提出。３町合併協議

会会長、岩槻健。 

 協定項目３－（11）、消防団の取扱い。１、消防団は、合併時に１消防団に再編する。２、

団員はそのまま新町へ引き継ぎ、現員数を基本として定数を定める。３、報酬及び出動手

当等は、現行における３町の支給総額を上回らない範囲内において調整する。 

 ２０ページから２２ページに資料をつけさせていただいておりますけれども、２で団員

はそのまま新町へ引き継ぐということにいたしておりますが、２０ページ、２１ページに

それぞれ３町の消防団の組織と団員数を上げさせていただいております。美方町では、団

員数が２５３名、村岡町では３７３名、香住町では５５５名、計１，１８１名の消防団員

がおられます。なお、２２ページに先進事例ということで、養父市、朝来市、丹波市、京

丹後市の例を載せさせていただいておりますけれども、３町の調整方針といたしましては、

京丹後市とほぼ似たような形での調整とさせていただいております。以上でございます。 
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○吉田議長 説明は終わりました。 

 質疑に入りたいと思いますが、質疑のある方は挙手をお願いいたします。質疑ございま

せんか。 

                 〔質疑なし〕 

 

○吉田議長 ないようですので、続きまして、意見を求めたいと思いますが、意見のある

方挙手をお願いいたします。御意見ございませんか。 

 ないようでございますので、協議第２４号は、原案のとおり確認することに御異議ござ

いませんか。 

 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○吉田議長 異議なしの声がございましたので、協議第２４号、消防団の取扱いについて

は、原案のとおり確認することに決定いたしました。 

 以上で本日予定しておりました協議事項は終わりました。 

 次に、次回以降の合併協議に際して、特に御意見、御提言等がございましたらお伺いし

たいと思います。ありませんか。 

 中村委員。 

 

○中村（曉）委員 香住町の中村でございます。 

 先程、元に戻るようで大変悪いんですけれども、５ページの議会の議員及び農業委員会

の委員の任期等の検討小委員会の中で、協議経過の中で地域審議会のことが出ておりまし

て、先程岩槻会長さんの方から御答弁あったんですけれども、第１回の合併協議会におい

て香住町の柴崎委員の方から、合併協定項目の合併特例法規定項目の（２）地方審議会の

取扱いについて御質問があって、どう取り扱っていくのかいうふうなことが最初に出てお

りました。議会の議員の任期の関係だとか、それから新町のまちづくり計画の関係におき

ましても、各町でまちづくり委員会等を設けて、それぞれ町民の意見を合併の際のまちづ

くりに参考にしようということで進めておるわけであります。そういうふうな、今後まち

づくり計画におきましても、そのあたりの地域審議会の取扱いについて、十分に各委員が

その内容を把握をしておかないことには協議が進まないんじゃないかなというような感じ

がしております。幸い、先進合併の例もあるわけでありますし、その地域審議会の関係に

つきまして、そういうふうな資料がありましたら、できるだけ早くその資料を各委員に御

提出をいただいて、各委員が関心を持ってそのあたりを協議の参考にしたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○吉田議長 会長、答弁。 
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○岩槻会長 先刻、全体協議会の中で、この地域審議会、これもテーマにして御論議いた

だくというふうに申し上げたんですが、今、御指摘のように合併後、これから先、小委員

会等で議会の議員の定数、あるいはどういう形の選挙手法を選択するのか、農業委員会に

してもしかりでございます。その辺の大きなエリアになるわけでございまして、地域、地

域の御意見がこういった法定議員なり委員の中で、十分吸い上げられるのかということに

なりますと、地方自治の本旨からすれば、それで一つの手法としては充足されるわけでご

ざいますが、そうは言ってもやはり住民の一番肝心な下の段階に目線を合わせた行政とい

う点で、こういうやっぱり合併する中で地域審議会というものが一つ重視されて取り上げ

ておられるわけですから、いつこれをこういう協議会で、今、テーマとして御論議願うの

かということで御指摘受けておるわけでございますから、やはり終末を迎えるようなとき

にやるということではいけないと、私自身思っておりますから、今御指摘ございますのは

事務局の方に指示いたしまして、よく検討して、次のときにはまた御報告申し上げたいと、

こう思いますので、そういうふうに御理解願いたいと思います。遅い段階でなくて、私は

早い段階がいいと、こう思っておるわけでございます。 

 

○吉田議長 １点、お伺いしたいんですけど、資料的な提供ということを先程の発言の中

にあったわけなんですけど、どのようなものについては事務局と相談して、また、資料提

供をさせたいと思いますけど、どうですか、事務局長。 

 

○藤原事務局長 できるだけ早く資料を全委員さんにお示しさせていただきたいと思いま

すけれども、まず、審議会、国が示しております審議会の基本的な内容といいますか、そ

ういったものをお示しさせていただく中で、先進市の地域審議会を設置しているところの

モデルも合わせて付けさせていただきたいと。そういった中で、後程この３町の独自性を

出すために、さらにこういった内容を付加するべきだというような御意見が出るとしたら、

そのような内容のものを事前にそれぞれお考えいただければというふうに思っております

ので、資料としてはできるだけ早い機会にお示しさせていただきたいと思います。 

 

○吉田議長 他ございませんか。 

 西尾委員。 

 

○西尾委員 失礼します。村岡町の西尾でございます。 

 先程の中村委員の答弁と私、全く同感でございまして、少々補足を申し上げたいと思う

んですが、内容的には全く一緒でございます。その中で、今後この合併協議会を進行して

いく上で、５月頃からですか、住民説明をという御予定があろうかと思うんですが、この

合併を進めるにおいて、本当に住民の皆さんが気にされてるといいますか、懸念されてる

という部分というのは、やはり合併してどうなるんだというところが、なかなか詳細の部
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分まで御理解をいただいているかというといかがなもんかなという気が、私、個人的には

しております。そんな中で、合併はどっちかわからんけど、でも、せざるを得ない究極の

選択だとするならば、今後の新しい町になった場合に住民の立場として住民の方々の意見

がどのように反映されていくのかというところ辺が、やはり住民説明会で中間報告とはい

うものの、ある程度の意向が示せる必要があるんではなかろうかなというふうに思ってお

りますので、先程会長の方からできるだけ早い時期にという答弁もございましたように、

それまで完璧にというわけではございませんが、ある程度の中間報告がその住民説明会に

でもできるような進行をお願いしたいなと思います。以上です。 

 

○ 吉田議長 暫時休憩いたします。 

 

                 〔休  憩〕 

 

○吉田議長 では、今のことについて、会長の方から答弁させてもらいます。 

 

○岩槻会長 ちょっと私はもう一つ広義に受けて触れておったんですけども、地域審議会

ということになれば、次回に申し上げて、これが全町に中間報告、そういうものに値する

のかどうかは別としまして、この協議会には出していろいろとまた御意見もいただくよう

にしたいというように思います。 

 私自身は、このまちづくり計画、そういうものができる段階での中間報告ということか

なと受けとめたんですが、なかなかそれについては合併協議会もそうでございますし、各

町の広報紙等を通じて、ついては公表しておるわけでございまして、いろいろな御意見を

町民に情報公開して知らしめていくということは大事な原点でございますから、可能な限

り、そういうことは努力していきたいというふうに思います。 

 

○吉田議長 では、その地域審議会の審議ということについては、一応、御意見、御提言 

としましては、早い段階、もっと言えば次の段階にでもそういうことが協議できる場を検

討してまいりたいというふうにまとめたいと、このように思いますので、よろしくお願い

したいと、このように思います。 

 他ございますでしょうか。 

 ないようでしたら、その他について事務局長から説明させます。 

 

○藤原事務局長 それでは、本日の会議資料の表紙をめくっていただいた裏のレジュメの

６のその他の御説明、御報告をさせていただきたいと思います。 

 次回、第６回の協議会でございますけれども、３月１０日、水曜日、午後１時３０分か

ら香住町の文化会館で開催を予定いたしております。なお、協議事項といたしまして予定
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をいたしておりますのが、一般職の職員の身分の取扱い、特別職の身分の取扱い、地方税

の取扱いについて、それから、あと２８号、２９号、出しておりますけれども、ちょっと

現段階では次回に提案できるかなというようなことで、ちょっとこの辺の調整はさせてい

ただきたいというふうに思っております。なお、１５年度の補正予算、１６年度の予算、

それから新町の名称の継続の関係につきましては、次回に御協議をいただきたいというふ

うに思っとりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○吉田議長 以上で本日予定しておりました議事はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして第５回３町合併協議会を閉会いたしたいと思います。御苦労さまでし

た。 
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